
平成２９年（2017年）●月●●日（●曜日）

２０２０TOKYOオリンピックパラリンピックを成功させよう!

鈴木あきひろさんは、混迷した都政に輝きを取り戻すため、「政策力、行動力、実行力を持って責任ある都政を推進していく」と力強く決意を語っています。

東京の未来をひらく!
日本の経済を再生して
 責任ある都政を推進し
  都政の信頼回復のために
   全力で取り組んで参ります
東京都議会議員

鈴木あきひろ
さん

　日本経済はトランプ大統領の政策運営への懸念や世界経済の不透明感により、企業の設備投資や民間の消費が抑制傾
向にあり、景気回復の遅れが見られます。今こそ日本の首都東京が現場を持つ強みを発揮しなければなりません。現在
日本の企業約 421万社のうち、中小企業が約 419.8 万社（99.7％）、そのうち小規模事業所が約 366万社（87％）
を占め、売り上げも製造業で見ると全体約 108兆円の 10％に相当し、日本の高い技術を支える中小企業のみならず
小規模事業所に光を当てていく政策が求められております。そのために柔軟な働き方の導入、若者や女性、高齢者など
多様な人材の雇用、スキルアップ支援、付加価値の向上と業務効率化による生産性向上、IOT・AI・ロボット・デジタ
ル技術の活用などによる新たなイノベーションの創出、また海外販路開拓支援、展示会出展支援など国際競争力強化の
環境整備、目利きによる融資制度の充実など中小・小規模事業所に向けた大戦略を持って取り組んで参ります。併せて、
国が目指している 2020年ＧＤＰ 600兆円実現に向けて、現在の東京のＧＤＰ約 93兆円を 120兆円に引き上げる
ために、東京の開業率5.6％を 10％まで高め、海外の投資、外国人観光客の受入の充実など政策を総動員して取り組
んで参ります。2020年東京オリンピック・パラリンピック大会まで 3年になります。東京の活力が大会を成功に導
き東京の未来をひらきます。これからも政策力、行動力、実行力を持ってしっかりと取り組んで参ります。

私たちも全力で鈴木あきひろさんを応援します

決算特別委員会副委員長　公営企業委員会理事　元財政委員長

大田区長

松原 忠義

田中 一吉 松原 秀典 高瀬 三徳 安藤 充 岸田 哲治 大森 昭彦 松原 茂登樹 伊藤 和弘

塩野目 正樹 押見 隆太 鈴木 隆之 伊佐治 剛 深川 幹祐 長野 元祐 渡司 幸 高山 雄一 海老澤 圭介

自由民主党大田区民連合

衆議院議員

平 将明
衆議院議員

石原 宏高

前大田区議会議員


